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次
回 令和５年10月27日（金）10:00～　伊那市福祉まちづくりセンターにて

主
な
意
見
な
ど

　・グループホームフォレスト（伊那市）
ショートステイ　定員2名で事業開始。担当：野坂さん
　特徴：　全室個室　ひとりひとりの個性を尊重していきます。
　・i-House　（木曽町）グループホーム。担当：中村さん
　特徴：生活が充実するように支援していく。就労系もやっている。木曽町にあるが相談次第で受入れ検討していく。

・就労アセスメントの活用方法について、理解を深めることができた。今後、新たなサービス（就労選択支援）も始まるため、今
後も情報共有を図る。

ま
と
め

（１）の発表を受けて、グループワークを行う。
・出来ることとやりたいことが違う場合、アセスメントにより自分の力を理解した上で選択することができる。
・アセスメントを取るためには相談支援専門員の計画が必要だが、専門員がついていない生徒が多数いる。
・アセスメントのために事業所に行くことが難しい人もいるが、来られない人はそれも評価になる。
・実習に行ったところに就労移行支援事業所のスタッフが出張してアセスメントを取る法訪問ある。
・「養護学校卒＝就職」の流れに疑問がある。それぞれに応じた就労準備期間が必要で、就職以外の選択肢があってもいい
のではないか。

○事務局から情報提供
・令和7年10月から「就労選択支援」が施行される予定。
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就労アセスメントの活用について

グループワーク

事業所紹介

その他

(３)

（４）について

(１)

木

名称

　
・長野県自立支援協議会フォーラムが10月6日に開催される。
・主任相談支援専門員圏域推薦について、受講希望者がいればきらりあまで連絡を。

(2）について

３．内容

31

13:30 ～ 15:30

令和 8

（1）について

（３）について

２，部会長挨拶

人

（４）

１，開会　（司会進行・副部会長）

就労アセスメントの活用に関する取り組み発表。
○ふらっと相談支援センター　相談支援専門員　菅野明子　氏
　養護学校在籍中の卒後支援の事例についての発表。
・就労アセスメントは客観的な評価のため、支援者と家族間の見立てのずれの調整に有効である。
・仕事だけでなく生活全体の課題を確認できる内容であるため、支援者や家庭がどこに力を入れて関わるかが視覚化でき
る。
・将来を見据えた早めの卒後支援が大切である
○(株)暖　障がい者多機能型事業所おぷしょん・おぷしょんα　管理者　田平潤　氏
　就労アセスメントを実施している立場からの発表。
・最近の傾向として、在学中のアセスメントの依頼が増加している。高校から、進路を考えることを目的とした依頼が多くなっ
た。
・支援者や受け入れ企業からは、働く希望のある方への支援や対応を検討する目的での依頼が増えている。
・アセスメントは、支援方針（支援プログラム）を組み立てるための基礎資料であり、働きたい人を応援するツールとして地域の
中でもっと活用できないかと思う。

(２)

日時

会
　
議

令和5年度　　上伊那圏域地域自立支援協議会議事録

参
加
者
数

会
　
場

第２回　相談支援専門員連絡会
33 伊那市福祉まちづくりセンター

第１、２研修室


